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栃木市の人口

※感染症のためイベントなどが変更になることがあります
　今号に掲載のイベントなどは、新型コロナウイルスの感染
拡大防止などの理由により、変更・中止になる場合がありま
す。最新の情報は市ホームページをご覧いただくか、担当部
署・主催者に直接お問い合わせください。

03 市政トピックス／子育て世代ふれあいトーク

04

特集

１．とちぎのいいトコ再発見 栃木市の「道の駅」
２．「田んぼダム」に取り組んでいます。

08

今月の注目情報
　いちご一会とちぎ国体 競技紹介④ハンドボール／ “小規
模特認校” で 学んでみませんか？／９月は認知症普及啓発
月間です　ほか

11
きらりとちぎ人

にら農家　　　　篠﨑 正直 さん

14
Information

14 お知らせ ／ 18 募集 ／ 19 催し・講座  ／ 21 スポーツ

22 関東どまんなかサミット情報

23 みんなの伝言板

24 子育て広場

26
健康情報

こころの健康は質の良い睡眠で ほか

28 文化芸術・プロスポーツ

30 まちかどニュース

32
ハートランド私が案内します

１日で５県ウオーク　深見 博 さん・富田里美 さん

国体開催１００日前
栃木市炬火イベントが開催されました
７月２日、山車会館前広場にて、栃木市炬

きょか
火（オリンピッ

クの聖火にあたるもの）イベントが開催されました。国体
競技体験ブースや山車とお囃子、栃木翔南高等学校ダンス
部による「いちご一会ダンス」で盛り上がるなか、大川市
長から炬火名が発表され、渡良瀬遊水地のヨシ焼きを火種
とした「栃木市の火」が誕生しました。また、国体総合開
会式オープニングの炬火集火式に市代表として参加する命
名者の高

たかはし
橋祥

よしと
斗さんに市長からトーチが手渡されました。

　※住民基本台帳より　6 月末現在   （ ）内は前月比

人口 156,172 人 (‐   8)
男 78,101 人 (    23)
女 78,071 人 (‐31)

世帯数 66,480 世帯 (    92)

　本市では、平成30年 4月より、真摯かつ継続的に消防
団活動に取り組み、地域社会へ貢献した大学生等の学生消
防団員に対し、その功績を認証することにより就職活動を
支援する制度を設けています。この度、本制度導入後初め
て認証状が交付され、交付式を開催しました。
　初の認証者となった岩舟第２分団の三

み わ
輪団員は、令和3

年 4月に入団し、学業に励みながら消防団員として日々
活動しています。

栃木市学生消防団活動認証制度による
初の認証状交付が行われました

　７月１日、幸来橋にて、うずま川行灯まつりのオープニ
ングとなる『点灯式　幸来橋で逢いましょう２０２２』が
開催されました。ピアノ奏者荒

あ ら い
井庸

よ う こ
子氏による演奏や点灯

セレモニーが行われ、多くの方が歩道や蔵の街遊覧船の上
から観覧しました。
　行灯まつりは開運橋周辺からうずま公園までの両岸に、
切り絵師の故川

かわしま
島雅

がしゅう
舟氏が作成した、切り絵を貼り付けた

行灯を１３４基設置し、夏の夕べを幻想的に彩ります。

第９回「うずま川行
あんどん
灯まつり」が

９月３０日まで開催中です
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栃 木 箱 森 店
　子育て世代を対象に、市の子育支援施策について話し合う、「子育て世代ふれあいトーク」を開催いたします。
現在の子育て支援施策等の説明のほか、参加者の皆さんのご意見やご要望に、市長ほか市
の執行部が直接お答えします。子育て世代の皆さん！子育てに関するご意見・ご要望をお
聞かせください。

子育て世代ふれあいトーク

　7月 11日、35℃近い真
夏の日差しの中、栃木農業
高校敷地内の農場で、生徒
達によるとうもろこしの収
穫が行われました。収穫さ
れたとうもろこしは、翌日、
栃木第五小学校1年生によ
る皮むき体験に使用され、
さらに、農業高校産のとうもろこしは学校給食でも提供されま
した。農業者を目指す若者たちから、食を通じて学ぶ子供たち
に食材を。教育の中でも、地産地消が実践されています。

今月の表紙
栃木農業高校  とうもろこしの収穫

点灯式には遊覧船から楽しむ観客も

巴波川を彩る行灯

消防団の経験を経て、社会で活躍することを支援する制度です

炬火名「芽吹く力　未来をきずく　栃木市の火」

場所　キョクトウとちぎ蔵の街楽習館
        （栃木市市民交流センター／入舟町）大交流室
対象　子育て世代の方
定員　40人
申込　９月９日（金）までに電話にて問合先へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 広報課 ☎（２１）２３１７

９９月月2424日（土）日（土）
10時～ 12時10時～ 12時

開催開催
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